
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
①「美馬市観光交流センター事業」及び「県南地域づくりキャンパス事業」推進研究 
 

 県西部地区及び南部地区のスーパーサテライトオフィスを拠点に、県西

部に位置する美馬市の重要伝統的建造物群保存地区での伝統文化継

承事業及び実践型地域ビジネス事業に関する取組みと、県南地域をキャ

ンパスに見立て、地域の歴史や課題を学ぶ取組みを行っています。 

 より密接な連携自治体との連携の下、地域のニーズを広く受け止め、

地域再生・活性化を推進しています。 
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①「美馬市観光交流センター事業」及び「県南地域づくりキャンパス事業」推進研究 
 

 県西部地区及び南部地区のスーパーサテライトオフィスを拠点に、県西

部に位置する美馬市の重要伝統的建造物群保存地区での伝統文化継

承事業及び実践型地域ビジネス事業に関する取組みと、県南地域をキャ

ンパスに見立て、地域の歴史や課題を学ぶ取組みを行っています。 

 より密接な連携自治体との連携の下、地域のニーズを広く受け止め、

地域再生・活性化を推進しています。 
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活動テーマ

実施した活動内容

代表者名 ： 有内 則子 （生活科学部 生活科学科 准教授）

地域貢献型人材育成

活動メンバー ： 坂野 恵美子（生活科学部 生活科学科 教授）
中岡 泰子（生活科学部 生活科学科 教授）
上野 昇（生活科学部 生活科学科 講師）
生活科学科 学生

連携先名 ： 花の里協議会、美村が丘、大滝山麓食堂、大滝山麓いごいご会、

活動期間／スケジュール

実施場所 ： 美馬市脇町 大滝山周辺集落

平成２８年度 ： 「広棚芝桜祭りポスター制作」
３カ所の施設に藍染暖簾提供

平成２９年度 ： 「広棚芝桜祭りポスター制作」
大滝山周辺観光案内看板デザイン制作

平成３０年度 ： 「広棚芝桜祭りポスター制作」

平成２７年４月から四国大学の学生が美馬市脇町大滝山周辺地域に入り、活動を開始した。
その後、様々な取組みを通して、地域住民との交流を続け、地域活性化のための活動を継続
して実施した。

活動の概要

平成27年度～平成30年度

広棚芝桜祭りのポスター制作

生活科学科の学生が、主催者の要望を聞きながらデザインを完成

平成28年開催分 平成29年開催分 平成30年開催分 平成31年開催分
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実施した活動内容

平成28年度

大滝山周辺地域にある施設に藍染の暖簾を提供

生活科学科4年生の卒業制作として、作品のコンセプトやデザインを地域住民の方
と打合せを行い、藍染の暖簾を制作し、各施設へ提供

打合せ

大滝山麓食堂（そばの花） 美村が丘（フジバカマ） 花の里茶屋（芝桜）

紙を使って試作

2017年2月17日（金）徳島新聞朝刊
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平成29年度

大滝山周辺山里案内看板をデザイン
地元の団体「大滝山麓いごいご会」からの要請を受けて、生活科学科4年生が看板
をデザイン、「大滝山麓いごいご会」が看板を製作、設置

設置された看板（10か所設置）

実施した活動内容
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活動テーマ

実施した活動内容

代表者名 ： 有内 則子 （生活科学部 生活科学科 准教授）

美馬市観光交流センター事業推進研究

活動メンバー ： 生活科学部 生活科学科 ３年生

連携先名 ： 美馬和傘製作集団 美馬市

活動期間／スケジュール

実施場所 ： 四国大学 藍の家

平成２８年１０月５日～１２月１４日（学生１５名） ： 日傘製作実習
平成２９年１０月３日～１１月２２日（学生３０名） ： ランプシェード製作実習
平成３０年１０月１０日～１１月１５日（学生２７名） ： 藍染＆和傘製作実習

生活科学科３年の後期授業（生活文化論演習Ⅱ徳島の文化）で、美馬和傘製作集団の指

導を受けながら、美馬和傘の歴史や製作工程を学び、美馬市の伝統技術である和傘づくりの
伝承活動と普及活動を推進する。

活動の概要

平成28年度

日傘制作実習

大きさ1寸3尺（直径約80cm）の絵日傘を製作した。6回の授業で主な工程を学生が
体験し、完成品を美馬市役所にて展示した。

美馬市役所での展示

授業の様子
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実施した活動内容

平成29年度

ランプシェード製作実習

受講する学生が多く、和傘の基本的な工程を理解してもらうため、4回の授業で和
傘ランプシェードを製作した。

講義の様子 ランプシェードの説明

平成30年度

藍染め×美馬和傘製作実習
藍染めした和紙や布を使った和傘を製作した。学生の希望により日傘、ミニ和傘、
ランプシェードを製作した。受講する学生が多く、3回の授業で張りの作業を体験し
てもらった。

各自が藍染めした
和紙や布を

貼る作業を体験

藍染め×和傘

講義の様子 日傘の骨組み
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実施した活動内容

平成30年度

卒業制作として美馬和傘を製作

生活科学科4年が卒業制作として、藍染めした和紙の美馬和傘を美馬市にある「伝
統文化体験館（美来工房）」に通い、美馬和傘製作集団の方から指導を受けて製作

2018年9月29日（土） 徳島新聞朝刊

美馬市観光交流センターで
藍染めした和紙を使用して、
約2か月間、美馬市の工房
に通い和傘を完成させた。
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活動テーマ

実施した活動内容

代表者名 ： 高橋 啓子 （生活科学部 管理栄養士養成課程 教授）

県南地域づくりキャンパス事業

活動メンバー ： 川端 紗也花（生活科学部 管理栄養士養成課程 助手）
管理栄養士養成課程 学生

連携先名 ： 南部総合県民局、阿南市新野地区甘枝直売所生産婦人部、
那賀町役場、相生番茶生産農家、ヘルスメイトの方々

活動期間／スケジュール

実施場所 ： 阿南市新野町 新野公民館、甘枝直売所 那賀町役場、相生庁舎外

生活科学科管理栄養士養成課程の学生が、阿南市新野地区の特産品である「たけのこ」
（平成２８年度）、那賀町相生地区特産の「相生番茶」（平成２９年度）を使った創作料理を提案
した。

活動の概要

平成28年度

たけのこを使った創作料理と郷土料理の研究
新野地区にお住いの70歳前後の方8名にお集まりいただき、調理方法や使用材

料などについて学生が聞き取り調査を行った。調査結果をまとめ、ヒアリングに参
加していただいた方と学生が協働で調理、新しいタケノコ料理10品以上の提案を
行った。

平成２８年１０月 （学生３８名） ： 新野地区創作、郷土料理研究
平成２９年３月１２日 （学生３名） ： 新野地区たけのこまつり参加
平成２９年５月～９月 （学生６名） ： 相生番茶の利活用、郷土料理研究

ヒアリングの様子

調理の様子
徳島新聞 2016年10月9日（日）
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実施した活動内容

平成28年度

たけのこを使った創作料理と郷土料理の研究
学生が提案した創作料理を「たけのこまつり」で提供したいとの要望があり、学生

と新野生産婦人部と共同で「たけのこミルフィーユ鍋」を来場者にふるまった。

平成29年度

相生番茶の利活用および郷土料理の研究
学生が地元のヘルスメイトの方々から相生地区の郷土料理について話を伺い、ま
た、相生番茶生産農家を訪れ、収穫と番茶の生産過程を体験した。これをもとに、
学生の調理による相生番茶を使った創作料理１３品目を地元の方々に披露した。

たけのこまつりの
様子

相生番茶生産農家を訪問ヘルスメイトの方々からの聞き取り

創作料理調理中の様子 地元の方々へ料理を披露
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活動テーマ

実施した活動内容

代表者名 ： 須藤 茂樹 （文学部 日本文学科 教授）

県南地域づくりキャンパス事業

活動メンバー ： 會田 実 （文学部 日本文学科 教授）
文学部 日本文学科 学生

連携先名 ： 南部総合県民局、美波町

活動期間／スケジュール

実施場所 ： 廻船問屋谷屋、薬王寺、照本家、美波町日和佐公民館

美波町の、廻船問屋の谷屋（平成28年度）、四国八十八カ所第23番礼所薬王寺（平成29年
度）、照本家所蔵の文化財（平成30年度）について、学生が主体となり、古文書等、文化財の
調査を行った。

活動の概要

平成28年度

美波町谷屋資料調査
学生は、「古文書班」、「絵画班」、「墓石班」、「調度品班」、「聞き取り班」の5班に

分かれ現地調査、大学での調査を行った。美波町で行われた報告会では、古文書、
墓石、家系図、献立表等から明らかになった当時の暮らしぶりについての発表が
あり、多くの地元の方々にお越しいただいた。

平成２８年６月～８月 （学生２０名） ： 谷屋資料調査
平成２９年６月～８月 （学生２０名） ： 薬王寺文化財調査
平成３０年６月～１１月 （学生３名） ： 照本家文化財調査

徳島新聞 2016年8月11日（木）

活動テーマ

実施した活動内容

代表者名 ： 須藤 茂樹 （文学部 日本文学科 教授）

県南地域づくりキャンパス事業

活動メンバー ： 會田 実 （文学部 日本文学科 教授）
文学部 日本文学科 学生

連携先名 ： 南部総合県民局、美波町

活動期間／スケジュール

実施場所 ： 廻船問屋谷屋、薬王寺、照本家、美波町日和佐公民館

美波町の、廻船問屋の谷屋（平成28年度）、四国八十八カ所第23番礼所薬王寺（平成29年
度）、照本家所蔵の文化財（平成30年度）について、学生が主体となり、古文書等、文化財の
調査を行った。

活動の概要

平成28年度

美波町谷屋資料調査
学生は、「古文書班」、「絵画班」、「墓石班」、「調度品班」、「聞き取り班」の5班に

分かれ現地調査、大学での調査を行った。美波町で行われた報告会では、古文書、
墓石、家系図、献立表等から明らかになった当時の暮らしぶりについての発表が
あり、多くの地元の方々にお越しいただいた。

平成２８年６月～８月 （学生２０名） ： 谷屋資料調査
平成２９年６月～８月 （学生２０名） ： 薬王寺文化財調査
平成３０年６月～１１月 （学生１６名）　　： 照本家文化財調査

徳島新聞 2016年8月11日（木）
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実施した活動内容

平成29年度

薬王寺の文化財調査および研究
学生による調査は、地元NPO法人日和佐まちおこし隊の皆様に協力をいただき

ながら「古文書班」、「典籍班」、「書画班」、「石造物班」の4班に分かれ行われた。
学生による報告会には、行政関係者、地元住民など多くの方々に参加いただいた。

徳島新聞 2017年6月16日（金）

薬王寺での調査の様子

平成30年度

照本家所蔵の文化財調査
町から借り受け大学で調査していた「古文書」に関する報告会を実施した。延期さ

れていた現地調査は１１月に実施し、上記と合わせ報告書としてまとめた。

古文書調査に関する報告会 現地調査の様子

　町から借り受けた「古文書」を大学で調査し、その成果を地元の報告会で発表した。
延期されていた現地調査は１１月に実施し、上記と合わせ報告書としてまとめた。
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②SUDAchi（すだち）講座 
 

 「サテライト双方向遠隔講義システム」を利用して、四国大学や四国大

学交流プラザと、西部地区・南部地区スーパーサテライトオフィスを結

び、公開講座（ＳＵＤＡｃｈｉ（すだち）講座）を開講しています。 

 公開講座の内容は、受講者に対するアンケート調査を基に地域のニ

ーズに対応した設定としています。 
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古川 交流 西部 南部

１ 起業家精神

国が経済を発展させる為には資本や資源などの豊かさが必
要である。しかし最も重要なのは人的資源（起業家精神）で
ある。その代表的理論を検討してみると同時に日本経済発
展に寄与した起業家に関して考察してみる。

姜判国
（経営情報学部経営情報学科）

90 ◎ 〇 〇 〇
①４月１４日（木）
②４月２１日（木）

２ 落馬について
歴史上の人物、また古典文学作品の登場人物で馬から落ち
た人は大勢います。今回はこれらの人物の落馬の意味を考
えます。

田中省造
（文学部日本文学科）

90 〇 ◎ 〇 〇
①５月１０日（火）
②５月３１日（火）

３
人はなぜ幽霊になる？１

－上田秋成『雨月物語』「菊
花の契」－

『雨月物語』は江戸時代中期の上田秋成の代表作です。収
められた九つの短編はいずれも人が死後幽霊になる話で
「怪異小説」と呼ばれています。しかし深い洞察に支えられた
人間探求の文学ということができます。

白井宏
（四国大学名誉教授）

90 〇 ◎ 〇 〇
①６月　３日（金）
②６月１０日（金）

４ 図書館のはなし

知の拠点と言われる「図書館」の成り立ち、図書館が直面し
ている課題、図書館をめぐるエピソードなどについて語りま
す。
図書館の面白さを、一緒に再発見してみませんか？

新孝一
（文学部日本文学科）

90 ◎ 〇 〇 〇
①６月９日（木）

５
「ポスト京都議定書」の世界

～ 地球温暖化防止に向けて

昨年12月に開催されたＣＯＰ２１（国連気候変動枠組条約第
21回締結国会議）で、地球温暖化対策の新たな取組みルー
ルとなる「パリ協定」が採択されました。この講座では、京都
議定書以降の世界の動きを学びます。

加渡いづみ
（短期大学部B．C科）

90 ◎ 〇 〇
①７月４日（月）

６ 新約聖書を読む

新約聖書の各書物の概略を紹介します。そして特に、旧約
聖書の預言がいかに成就したかを新約聖書で確認します。
新約聖書を読む前提として、旧約聖書を読むことがいかに重
要かを共に認識したいと思います。

蔵谷哲也
（短期大学部B．C科）

90 ◎ ○ 〇 〇 ①７月２２日（金）

７ 藍の歴史・栽培・染め

徳島は、江戸・明治と藍染め染料の大生産地でありました。
藍の歴史を振り返りながら当時の年貢や藍商人の活躍につ
いて、また、現在の藍の栽培や生葉染め、本藍染めについ
てわかりやすく解説を致します。

瀬部昌秀
（生活科学部生活科学科）

90 ◎ ○ ○ 〇 ①７月２７日（水）

８ 阿波弁を科学する
詳しく見てみると、とても面白い阿波弁の文法を、専門的な
視点を踏まえつつ楽しく考えていきます。特に、「行くよだ」や
「せられんだ」に見られる「～だ」表現などを取り上げます。

富山晴仁
（文学部国際文化学科准教授）

90 ◎ ○ ○ 〇 ①８月９日（火）

９
おもしろ文学歴史講座

－古典文学に見る美男美女
－

日本・中国の古典文学に登場する美男・美女について考え
ます。アバタもエクボ、美男・美女を定義するのは難しく、見
方によって変わってくる、そうした側面もふまえたお話です。

會田実、田中省造、佐伯雅宣
（文学部日本文学科）、佐々木
義登（全学共通教育センター）

120 ○ ◎ ○ 〇
①８月１７日（水）
②８月１８日（木）

１０ 介護のこころ

加速する高齢化により介護する者・される者が急増している
現在、介護に一番必要なことは、最澄の「一隅を照らす　これ
すなわち国宝なり」の言葉のように、一隅を照らす介護のここ
ろをもつ実践者を沢山増やすことです。

津田祐子
（短期大学部人間健康科
介護福祉専攻）

90 〇 ◎ 〇 〇
①８月２３日（火）
②９月６日（火）

１１ 労働経済学入門

労働経済学が扱う事象を紹介し、その後で、その実証的研
究が、政策評価や企業の行動の影響に関する説明に、いか
に有益であるか、または示唆に富んでいるかを、実例を引用
しながら、紹介します。

蔵谷哲也
（短期大学部B．C科）

90 ◎ ○ ○ 〇 ①９月９日（金）

古川 交流 西部 南部

１ 紫式部と藤原道長の歌
男主人と男女関係にあった女房を召人といいます。紫式部は
本当に藤原道長の召人だったのでしょうか。こうした問題を二
人の歌から探ります。

田中省造
（文学部日本文学科）

90 〇 ◎ 〇 〇

①10月11日（火）
②11月１日（火）
③11月8日（火）

２ 外国語としての日本語

外国人と話すとき、日本語しか使えなかったら、どうします
か？もし、外国人に日本語を教えてほしいと言われたら、どう
しますか？ここでは、「外国語としての日本語」について考え
ます。

元木佳江
（全学共通教育センター）

90 ◎ 〇 〇 〇
①10月13日（木）

３
ボランティア活動とは？
～過去・現在・未来～

１、ボランティア活動理念・原則　２、日本のボランティア活動
現状・変遷　３、徳島ボランティア活動の現状　４、ボランティ
アセンターのルーツ「徳島の善意銀行」　５、ＮＧＯ／ＮＰＯ／
ボランティア活動の違い

日開野博
（短期大学部人間健康科
介護福祉専攻）

90 ◎ 〇 〇 ①10月14日（金）

４

災害とボランティア活動
～阪神淡路大震災・東日本

大震災支援から教えられたも
の～

１、災害とボランティア活動の現況　２、災害ボランティア活動
の原則　３、災害ボランティアセンターの運営とボランティア
４、日本のボランティア活動理念と性格と原則　５、ＮＧＯ／Ｎ
ＰＯ／地域ボランティア活動

日開野博
（短期大学部人間健康科
介護福祉専攻）

90 ◎ 〇 〇 ①10月21日（金）

５
知って得する、介護の

コミュニケーション

介護の時のコミュニケーションについて、身近なことを題材に
しながら、少しの工夫で自分も相手も大切にできる技術を学
習します。

小倉和也
（短期大学部人間健康科
介護福祉専攻）

60 〇 ◎ ①10月28日（金）

６

統計から見る
徳島人の暮らし

～おもしろランキング
ライフスタイル編～

徳島県民は倹約家と言われますが、その根拠はどこにある
のでしょうか？徳島人の気質やライフスタイルの特徴を、
様々なデータから探ってみましょう。きっとたくさんの発見と納
得が見つかるはずです。

加渡いづみ
（短期大学部B.C科） 90 ◎ 〇 〇 ①11月16日（水）

７ イギリス王室とメディア

英国で最も有名なセレブリティーとして、スキャンダルも含
め、常に注目され続けているロイヤルファミリー。国民との橋
渡し役であるメディアと王室の関係を、ジョージ５世～エリザ
ベス２世の系譜の中で考える。

阿部曜子
（文学部国際文化学科）

90 〇 ◎ 〇 〇
①11月18日（金）
②11月25日（金)

平成２８年度後期

講座
番号

講座名 講座概要 講師 時間

会場
◎：メイン会場　○：遠隔会場 開講日

平成２８年度前期

講座
番号

講座名 講座概要 講師
時間
（分）

会場
◎：メイン会場　○：遠隔会場 開講日

開講講座一覧 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
②SUDAchi（すだち）講座 
 

 「サテライト双方向遠隔講義システム」を利用して、四国大学や四国大

学交流プラザと、西部地区・南部地区スーパーサテライトオフィスを結

び、公開講座（ＳＵＤＡｃｈｉ（すだち）講座）を開講しています。 

 公開講座の内容は、受講者に対するアンケート調査を基に地域のニ

ーズに対応した設定としています。 
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95－ －



 

 

 

 

８
米国の大学の教科書
からツーリズムを学ぶ

米国の大学で使われる教科書を利用して、ツーリズムのどん
な学びがなされているかを紹介します。ツーリズムに関する
いくつかの側面を理解することによって、ツーリズム学習の
きっかけを提供したいと思います。

蔵谷哲也（短期大学部B.C科） 90 ◎ 〇 〇 〇 ①12月2日（金）

９
人はなぜ幽霊になる？２
－上田秋成『雨月物語』

「浅茅が宿」－

前回は男同士の情が問題でしたが、今回は男女のあいだの
情です。この題材は数年前、高校生を対象とした「おもしろ文
学講座」で扱ったことがありますが、その時は時間が少な
かったのでやや簡略化しました。

白井宏
（四国大学名誉教授）

90 〇 ◎ 〇 〇
①12月9日（金）
②12月16日（金）

１０
新約聖書（ピレモンへの

手紙）を読む

この書は短い手紙ですが、読めば読むほど、内容の深さに
驚かされます。以下の3点を中心に説明致します。
①本来の手紙の内容
②この手紙が例えとして語ること
③日々の生活にこの手紙の内容を適用すること

蔵谷哲也（短期大学部B.C科） 90 ◎ 〇 〇 〇
①1月20日（金）

１１ バビロンとは何であるか

バビロンの起源とその終末を主に聖書を使って紹介します。
現代におけるバビロンとは何を指すのか、決定的な決め手と
なるような証拠はないが、入手可能な情報から、それが何か
を推定してみます。

蔵谷哲也（短期大学部B.C科） 90 ◎ 〇 〇 〇
①1月27日（金）

１２
スパイだった

イギリス人作家達

「００７」のジェームズ・ボンドが所属していたとされる英諜報
組織MI6には、有名な作家達も関わっていた。サマセット・
モームやグレアム・グリーンがどのようなスパイ活動をしてい
たか、作品とともに辿っていく。

阿部曜子
（文学部国際文化学科）

90 〇 ◎ 〇 〇
①2月3日（金）

古川 交流 西部 南部

１ 大伴家持の恋

大伴家持は万葉集最大の歌人であり、また万葉集の最終的
な編纂者と考えられています。一方で、家持はプレーボーイ
とされていますが、本当でしょうか。家持とその妻大伴坂上
大嬢の二人の愛の軌跡を辿ってみましょう。

田中省造
（文学部日本文学科）

90 〇 ◎ 〇 〇
①５月２３日（火）
②６月　６日（火）
③６月２０日（火）

２
はじめましてエシカル

～チョコレートからオリンピック
まで～

エシカル消費は「倫理的消費」と訳されますが、決して難しい
ものではありません。チョコレートからオリンピックまで、今世
界各地でエシカル消費が注目されています。今回は、身近
なエシカル行動について学びます。

加渡いづみ
（短期大学部B.C科）

90 〇 ◎ 〇 〇 ①６月１５日（木）

３ 図書館のはなし

知の拠点と言われる「図書館」の成り立ち、図書館が直面し
ている課題、図書館の使い方、図書館をめぐるエピソードなど
について語ります。図書館の面白さを、一緒に再発見してみ
ませんか？

新　孝一（文学部日本文学科） 90 ◎ 〇 〇 〇 ①７月７日（金）


４
こころの病気って？

～みんなで支える地域づくり
～

　現代、こころの病気はとても身近になりました。特に、徳島
県では多くの方が今も入院しています。誰でもなりうるこころ
の病気について理解し、病気をもつ人とそのご家族を支える
方法について共に考えましょう。

藤代知美（看護学部看護学科） 90 ◎ 〇 〇 ①７月１１日（火）


５ 徳島の図書館の歴史

今年は徳島県立図書館が開館してから、１００年の記念すべ
き年です。この機会に徳島県内の図書館の歴史等につい
て、学んでみませんか。
一緒に図書館について語りましょう。

新　孝一（文学部日本文学科） 90 ◎ 〇 〇 〇 ①７月２１日（金）


６ RESASで分析！徳島の姿

地域経済の状況が一目でわかる内閣府提供の分析ソフト
RESASを使って、徳島県の人口の状況や産業特性などを説
明します。RESASの情報を使って地域活性化のためにヒント
をつかみましょう。

牧田修治
（経営情報学部経営情報学科）

90 ◎ ○ ○ 〇 ①７月２５日（火）

７

プレコンセプションケア IN徳
島

～これから妊娠を考える人た
ちへ～

コンセプションケアとは、妊娠・受胎する前の支援を意味しま
す。今回４回の講義の中で妊娠前に気を付けてほしいこと、
そして将来の妊娠・出産をライフプランとして考えられるよう助
産師としてお話をしていきます。

永吉　円（看護学部看護学科） 90 ◎ ○ 〇

①８月２日（水）
②８月９日（水）
③８月２３日（水）
④８月３０日（水）

８ ニュース英語入門

本講座では、英字雑誌や英語のネットニュースを読んでみた
いという初心者の方を対象に、単語や文法の解説を交えな
がら英語で書かれた記事を読解していきます。ネットやテレ
ビを使った勉強の仕方も紹介します。

富山晴仁
（文学部国際文化学科）

90 ◎ ○ ○ 〇 ①８月４日（金）

９ 夏目漱石の作品世界

文豪夏目漱石がどのようにしてデビューし、どのような経緯で
名声を得たのか。そして漱石の文学は一体どのような特徴
があるのか。わかりやすく丁寧に解説します。気軽にご参加
ください。

佐々木義登
（全学共通教育センター）

90 ◎ 〇 〇 ①８月７日（月）

１０

高校生のための夏休みおもし
ろ文学歴史講座

芥川龍之介と今昔物語集－
「鼻」をめぐって－

芥川龍之介の「鼻」について近代文学的視点からの読解及
びその典拠となった今昔物語集所収話の検討を行います。

會田実、友重幸四郎
（文学部日本文学科）

120 ◎ 〇 〇 ①８月１７日（木）

１１ 歴史を通じたツーリズム

海や陸でとてつもなく離れた距離を人間が旅したこと。異国
情緒ある場所の驚くべき報告を書いた旅行家について。歴史
上の旅行の動機、経済的状況、政治状況、アトラクション、旅
行施設の数多くの類似性について。

蔵谷哲也
（短期大学部B.C科）

90 ◎ ○ ○ 〇 ①９月１日（金）

１２ 国際貿易論の基本
労働価値説に基づく国際貿易理論を、言葉、図、数式で説明
します。次にこの理論が実際どれほど説明できるかを紹介
し、最後に、理論に関する諸問題を取り上げます。

蔵谷哲也
（短期大学部B.C科）

90 ◎ ○ ○ 〇 ①９月８日（金）

１３ 旧約聖書（オバデヤ書）を読む

オバデヤ書は、旧約聖書の中で1章から成る短い書物です。
その概略はエドムに対する裁きの預言です。この預言はエド
ム人に対する特別な預言であるのみならず、人間の悪い気
質が何であるかを普遍的に告げています。

蔵谷哲也
（短期大学部B.C科）

90 ◎ ○ ○ 〇 ①９月１５日（金）

平成２９年度前期

講座
番号

講座名 講座概要 講師
時間
（分）

会場
◎：メイン会場　○：遠隔会場 開講日

96－ －



 

古川 交流 西部 南部

１ 仏師運慶の世界
鎌倉時代を代表する仏師運慶の足跡を辿りながら、運慶が
発願した法華経写経事業とそれに関わった人々について考
えます。

田中省造
（文学部日本文学科）

90 〇 ◎ 〇 〇
①6月 5日（火）
②6月19日（火）

２ 認知症予防のための脳トレ

認知症は決して他人事ではなく、年をとると誰にでも起こり得
る身近なもの。本講座では、認知症について学び、楽しみな
がら体や頭を使う脳トレ体操で、いつまでも若々しくいることを
目指します。

山中　一剛
（全学共通教育センター）

90 〇 ◎ 〇 〇 ①6月7日（木）

３ 我が国のエネルギー政策

エネルギーは、日々の生活や産業活動の根幹を支える極め
て重要なものですが、我が国は「エネルギー資源に乏しい」
と言われています。そうした我が国のエネルギー政策の現状
について、分かりやすく解説します。

梅田　真司
（四国電力㈱
　執行役員徳島支店長）

90 ◎ 〇 〇 〇 ①6月13日（水）　


４
大人が知りたいソーシャル

キーワード
～「エシカル消費」って何？～

今注目の「エシカル消費」（倫理的消費）について、毎日の暮
らしにかかわるトピックスを取り上げながら考えます。フェアー
トレードやSDGｓなど、大人が知りたい話題のソーシャルキー
ワードを楽しく学びましょう。

加渡　いづみ
（短期大学部Ｂ．Ｃ科）

90 ◎ 〇 〇 ①6月14日（木）


５ 夏目漱石の作品世界

文豪夏目漱石がどのようにしてデビューし、どのような経緯で
名声を得たのか。そして漱石の文学は一体どのような特徴
があるのか。わかりやすく丁寧に解説します。気軽にご参加
ください。

佐々木　義登
（全学共通教育センター）

90 ◎ 〇 〇 ①8月2日（木）


６
おもしろ文学・歴史講座

    -軍記物語にみる虚構と真
実-

　⑴「平家物語」に描かれた平清盛・重盛父子像について考
えます。
  ⑵織田信長・徳川家康連合軍と武田勝頼軍とが闘った長
篠の合戦について考えます。

田中　省造
（文学部日本文学科）
須藤　茂樹
（文学部日本文学科）

120 ◎ 〇 〇 ①8月17日（金）

７
スポーツ栄養士に

なるためには

スポーツに関わる選手の身体作りを食と栄養面からサポート
するための、スポーツ栄養士。実際にどのような形で仕事を
しているのでしょうか？

東　亜弥子
（全学共通教育センター
　　/公認スポーツ栄養士）

90 〇 ◎ 〇 〇 ①8月21日（火）

８ 英ポルトガル同盟関係

英ポルトガル関係は、利益共同体である英葡同盟と呼ばれ
ることもあり、世界最長の同盟であると言われている。この同
盟関係がどのように開始され、1703年のメシュエン条約に
至ったかを概説する。

蔵谷　哲也
（短期大学部Ｂ．Ｃ科）

90 ◎ 〇 〇 〇 ①９月７日（金）

９ RESASで分析！とくしまの姿

地域経済分析システムRESASを使って、徳島県の人口や産
業などの特徴を捉え課題を発見し、政策アイデアコンテストに
応募しましょう。第1回は県職員による受賞体験談、第2回は
グループワークを行います。

牧田　修治
（経営情報学部経営情報学科）

90 ◎ 〇 〇

①７月１７日（火）＜３会場同時＞
②７月２４日（火）＜古川＞
　 ７月２５日（水）＜西部＞
　 ７月３１日（火）＜南部＞

平成３０年度前期

講座
番号

講座名 講座概要 講師
時間
（分）

会場
◎：メイン会場　○：遠隔会場 開講日

古川 交流 西部 南部

１
肥満に影響する食行動の不

思議

徳島県は糖尿病の死亡率が高く、肥満は糖尿病に影響する
と言われています。肥満には、早食いや残り食いなどの食行
動が影響します。つい食べてしまうのは何故なのか食行動
の不思議を探求しましょう。

高山　直子
（看護学部看護学科）

90 ◎ 〇 〇
①10月20日（金）

２ イノベーションと起業家精神

地域活性化や国の経済を発展させる為には資本や資源など
が必要である。しかし最も重要なのは人的資源（起業家精
神）である。その代表的理論を検討してみると同時に日本経
済発展に寄与した起業家に関して考察する。

姜　判国
（経営情報学部経営情報学科）

90 ◎ 〇 〇 〇
①11月1日（水）
②11月22日（水）

３ 大伴旅人と藤原房前
大宰師であった大伴旅人は在任中に起きた長屋王事件に衝
撃を受ける。その後の旅人と藤原房前の関係、交流につい
て考える。

田中　省造
（文学部日本文学科）

90 ◎ 〇
①11月 7日（火）
②11月14日（火）

４
１９世紀ヴィクトリア朝時代に
生きる、アーサー王物語の女

性たち

中世イギリスの物語が１９世紀ヴィクトリア朝時代に再び蘇り
ます。この度は、アーサー王物語に登場する女性たちが、時
代の視線を受けて、どのような姿に変容して現れるのか、一
緒に考えてみたいと思います。

向井　剛
（文学部国際文化学科）

90 ◎ 〇 〇
①11月20日（月）
②12月18日（月）

５ 運動と栄養で健康づくり

運動と栄養は、健康にとって欠かせない大切な要素。しか
し、両者をバランスよく組み合わせて健康づくりをしていくこと
は難しいもの。いつまでも、健康でいるために、何から取り組
むか考えてみませんか？

東　亜弥子
（全学共通教育センター）

90 ◎ 〇 〇 〇 ①12月8日（金）

６
新約聖書（第二ヨハネの手

紙）を読む
この書簡の構造、各節の解説、書簡の内容の説明、この書
簡と聖書の他の部分との関連を説明します。

蔵谷　哲也
（短期大学部B.C科）

90 ◎ 〇 〇 〇 ①2月2日（金）

７
聖書（モーセ）から学ぶ

　－人とは何か－

モーセはエジプトで世界最高水準の教育を受け、次期エジプ
トのリーダーになる人であったが、その道を捨て、神の民と共
に苦しみの道を選んだ。モーセの生涯から、人が生きるため
の数々の教訓を学ぶことが出来る。

蔵谷　哲也
（短期大学部B.C科）

90 ◎ 〇 〇 〇 ①2月９日（金）　

８
風刺の国イギリス、その原点

は文学に

王室がゴシップ種や笑いの対象になる英国。そこには言葉
でチクリと突き刺しながら、社会に揺さぶりをかける風刺の精
神が息づいている。時の権力者を揶揄し虚仮にしながら、炙
り出すのは社会の虚偽や矛盾であった。

阿部　曜子
（文学部国際文化学科）

90 〇 ◎ 〇 〇 ①2月23日（金）

９ RESASで分析！とくしまの姿

政策アイデアコンテスト（内閣府主催）を目指して、第１回目
は県職員の方にコンテスト受賞経験談をお話頂きます。２回
目、３回目はグループ形式でRESASを使って徳島の課題解
決のパワーポイント資料を作成します。

牧田修治
（経営情報学部経営情報学科）

90 ◎ 〇 〇

①１０月１３日（金）＜３会場同時＞
②１０月１９日（木）＜古川＞
　 １２月１５日（金）＜西部＞
　　 １月１２日（金）＜南部＞
③１０月２４日（火）＜古川＞
　 １２月２２日（金）＜西部＞
　　 １月１９日（金）＜南部＞

平成２９年度後期

講座
番号

講座名 講座概要 講師 時間

会場
◎：メイン会場　○：遠隔会場 開講日

 

 

 

 

８
米国の大学の教科書
からツーリズムを学ぶ

米国の大学で使われる教科書を利用して、ツーリズムのどん
な学びがなされているかを紹介します。ツーリズムに関する
いくつかの側面を理解することによって、ツーリズム学習の
きっかけを提供したいと思います。

蔵谷哲也（短期大学部B.C科） 90 ◎ 〇 〇 〇 ①12月2日（金）

９
人はなぜ幽霊になる？２
－上田秋成『雨月物語』

「浅茅が宿」－

前回は男同士の情が問題でしたが、今回は男女のあいだの
情です。この題材は数年前、高校生を対象とした「おもしろ文
学講座」で扱ったことがありますが、その時は時間が少な
かったのでやや簡略化しました。

白井宏
（四国大学名誉教授）

90 〇 ◎ 〇 〇
①12月9日（金）
②12月16日（金）

１０
新約聖書（ピレモンへの

手紙）を読む

この書は短い手紙ですが、読めば読むほど、内容の深さに
驚かされます。以下の3点を中心に説明致します。
①本来の手紙の内容
②この手紙が例えとして語ること
③日々の生活にこの手紙の内容を適用すること

蔵谷哲也（短期大学部B.C科） 90 ◎ 〇 〇 〇
①1月20日（金）

１１ バビロンとは何であるか

バビロンの起源とその終末を主に聖書を使って紹介します。
現代におけるバビロンとは何を指すのか、決定的な決め手と
なるような証拠はないが、入手可能な情報から、それが何か
を推定してみます。

蔵谷哲也（短期大学部B.C科） 90 ◎ 〇 〇 〇
①1月27日（金）

１２
スパイだった

イギリス人作家達

「００７」のジェームズ・ボンドが所属していたとされる英諜報
組織MI6には、有名な作家達も関わっていた。サマセット・
モームやグレアム・グリーンがどのようなスパイ活動をしてい
たか、作品とともに辿っていく。

阿部曜子
（文学部国際文化学科）

90 〇 ◎ 〇 〇
①2月3日（金）

古川 交流 西部 南部

１ 大伴家持の恋

大伴家持は万葉集最大の歌人であり、また万葉集の最終的
な編纂者と考えられています。一方で、家持はプレーボーイ
とされていますが、本当でしょうか。家持とその妻大伴坂上
大嬢の二人の愛の軌跡を辿ってみましょう。

田中省造
（文学部日本文学科）

90 〇 ◎ 〇 〇
①５月２３日（火）
②６月　６日（火）
③６月２０日（火）

２
はじめましてエシカル

～チョコレートからオリンピック
まで～

エシカル消費は「倫理的消費」と訳されますが、決して難しい
ものではありません。チョコレートからオリンピックまで、今世
界各地でエシカル消費が注目されています。今回は、身近
なエシカル行動について学びます。

加渡いづみ
（短期大学部B.C科）

90 〇 ◎ 〇 〇 ①６月１５日（木）

３ 図書館のはなし

知の拠点と言われる「図書館」の成り立ち、図書館が直面し
ている課題、図書館の使い方、図書館をめぐるエピソードなど
について語ります。図書館の面白さを、一緒に再発見してみ
ませんか？

新　孝一（文学部日本文学科） 90 ◎ 〇 〇 〇 ①７月７日（金）


４
こころの病気って？

～みんなで支える地域づくり
～

　現代、こころの病気はとても身近になりました。特に、徳島
県では多くの方が今も入院しています。誰でもなりうるこころ
の病気について理解し、病気をもつ人とそのご家族を支える
方法について共に考えましょう。

藤代知美（看護学部看護学科） 90 ◎ 〇 〇 ①７月１１日（火）


５ 徳島の図書館の歴史

今年は徳島県立図書館が開館してから、１００年の記念すべ
き年です。この機会に徳島県内の図書館の歴史等につい
て、学んでみませんか。
一緒に図書館について語りましょう。

新　孝一（文学部日本文学科） 90 ◎ 〇 〇 〇 ①７月２１日（金）


６ RESASで分析！徳島の姿

地域経済の状況が一目でわかる内閣府提供の分析ソフト
RESASを使って、徳島県の人口の状況や産業特性などを説
明します。RESASの情報を使って地域活性化のためにヒント
をつかみましょう。

牧田修治
（経営情報学部経営情報学科）

90 ◎ ○ ○ 〇 ①７月２５日（火）

７

プレコンセプションケア IN徳
島

～これから妊娠を考える人た
ちへ～

コンセプションケアとは、妊娠・受胎する前の支援を意味しま
す。今回４回の講義の中で妊娠前に気を付けてほしいこと、
そして将来の妊娠・出産をライフプランとして考えられるよう助
産師としてお話をしていきます。

永吉　円（看護学部看護学科） 90 ◎ ○ 〇

①８月２日（水）
②８月９日（水）
③８月２３日（水）
④８月３０日（水）

８ ニュース英語入門

本講座では、英字雑誌や英語のネットニュースを読んでみた
いという初心者の方を対象に、単語や文法の解説を交えな
がら英語で書かれた記事を読解していきます。ネットやテレ
ビを使った勉強の仕方も紹介します。

富山晴仁
（文学部国際文化学科）

90 ◎ ○ ○ 〇 ①８月４日（金）

９ 夏目漱石の作品世界

文豪夏目漱石がどのようにしてデビューし、どのような経緯で
名声を得たのか。そして漱石の文学は一体どのような特徴
があるのか。わかりやすく丁寧に解説します。気軽にご参加
ください。

佐々木義登
（全学共通教育センター）

90 ◎ 〇 〇 ①８月７日（月）

１０

高校生のための夏休みおもし
ろ文学歴史講座

芥川龍之介と今昔物語集－
「鼻」をめぐって－

芥川龍之介の「鼻」について近代文学的視点からの読解及
びその典拠となった今昔物語集所収話の検討を行います。

會田実、友重幸四郎
（文学部日本文学科）

120 ◎ 〇 〇 ①８月１７日（木）

１１ 歴史を通じたツーリズム

海や陸でとてつもなく離れた距離を人間が旅したこと。異国
情緒ある場所の驚くべき報告を書いた旅行家について。歴史
上の旅行の動機、経済的状況、政治状況、アトラクション、旅
行施設の数多くの類似性について。

蔵谷哲也
（短期大学部B.C科）

90 ◎ ○ ○ 〇 ①９月１日（金）

１２ 国際貿易論の基本
労働価値説に基づく国際貿易理論を、言葉、図、数式で説明
します。次にこの理論が実際どれほど説明できるかを紹介
し、最後に、理論に関する諸問題を取り上げます。

蔵谷哲也
（短期大学部B.C科）

90 ◎ ○ ○ 〇 ①９月８日（金）

１３ 旧約聖書（オバデヤ書）を読む

オバデヤ書は、旧約聖書の中で1章から成る短い書物です。
その概略はエドムに対する裁きの預言です。この預言はエド
ム人に対する特別な預言であるのみならず、人間の悪い気
質が何であるかを普遍的に告げています。

蔵谷哲也
（短期大学部B.C科）

90 ◎ ○ ○ 〇 ①９月１５日（金）

平成２９年度前期
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古川 交流 西部 南部

１ イノベーションと起業家精神

地域活性化や国の経済を発展させる為には、資本や資源な
どが必要です。しかし最も重要なのは人的資源（起業家精
神）です。その代表的理論を検討してみると同時に日本経済
発展に寄与した起業家に関して考察してみます。

姜　判国
（経営情報学部経営情報学科）

90 ◎ 〇 〇 〇 ①10月31日(水)

２
留学生とともに考える異文化

コミュニケーション

私たちの周りには様々な異文化があふれています。講座の
前半は、文化についての認識を深め、異文化理解や異文化
受容について考えます。後半は留学生とともに異文化コミュ
ニケーションについて考えます。

元木　佳江
(全学共通教育センター)

90 ◎ 〇 〇 〇 ①11月1日(木)

３
甲骨文から見る古代中国文
明と書道文化

　今から三千年程前の中国で、獣骨や亀の甲羅に彫りつけ
た「甲骨文」は、抽象画を用いて意味を著した漢字の原型で
す。それらの意味や形を探ることで、古代中国文明の思想や
書の美学の基本を知ることができます。

太田　剛
（文学部書道文化学科）

90 ◎ 〇 〇 〇 ①11月22日（木）

４ 東洋医学と西洋医学の思想
　東洋医学における病気の捉え方を、西洋医学と比較しなが
ら考えます。最近増えて来ている生活習慣病を予防するため
に必要な考え方について学びましょう。

大橋　眞
（徳島大学教養教育院）

90 〇 ◎ 〇 〇 ①11月28日(水)

５
シニアのためのむせを予防す
る嚥下のメカニズムと食事

　食事は、生存に必要な栄養分を取るために毎日の習慣とし
て食物を食べることです。シニアのためのむせを予防する嚥
下のメカニズムや大切な食事を美味しく食べることについて
考えて見ましょう。

高山　直子
(看護学部看護学科)

90 ◎ 〇 〇 ①11月29日(木)

６
大人が知りたいソーシャル
キーワード～フェアトレードっ
て、何？～

　今話題のエシカル消費を考える上で、大切なポイントとなる
のが「フェアトレード」です。フェアトレードの仕組みやマーク、
各国の市場規模などについて商品の現物を見ながら楽しく
学びましょう。

加渡　いづみ
（短期大学部B.C科）

90 ◎ 〇 〇 ①12月14日(金)

７ 経済指標で見るアベノミクス

　アベノミクスが始まってはや５年。この間、円相場は円高が
修正され、日経平均株価も上昇傾向で推移しています。一
方、実体経済はどうなっているのか？本講座では、経済指標
を使って景気の現況を説明します。

牧田　修治
（経営情報学部経営情報学科）

60 ◎ 〇 〇 ①1月18日(金)

８
労働経済学入門（最低賃金
の理論と実際）

最低賃金の理論、そして、その実例を紹介します。
蔵谷　哲也
（短期大学部B.C科）

90 ◎ 〇 〇 ①1月25日（金）

９
在原業平の恋歌～伊勢物語
を読む～

　在原業平は平安時代きってのプレイボーイであり、恋歌の
名手として知られています。その業平の恋物語を集成した
『伊勢物語』を読み、業平の恋歌の魅力について考えます。

田中　智子
（文学部日本文学科）

90 ◎ 〇 ①2月22日(金)

１０ マチ★アソビ入門
　漫画アニメファン以外には近くて遠いビッグイベント、マチ★
アソビ。本講座では、マチ★アソビをこれから楽しみたいとい
う入門者を対象に、座学とコスプレ体験を行います。

宮井　浩志
(地域教育・連携センター）

座学
60

体験
90

◎ ①10月21日(日)

平成３０年度後期

講座
番号

講座名 講座概要 講師 時間

会場
◎：メイン会場　○：遠隔会場 開講日

会場凡例） 古川：四国大学古川キャンパス　Ｎ館２階Ｎ２０９教室　　　　　交流：四国大学交流プラザ　４階 第２セミナー室
西部：西部地区ｽｰﾊﾟｰｻﾃﾗｲﾄｵﾌｨｽ 　　　　　　　　　　　　　　　　南部：美波町コミュニティホール

古川 交流 西部 南部

１ 仏師運慶の世界
鎌倉時代を代表する仏師運慶の足跡を辿りながら、運慶が
発願した法華経写経事業とそれに関わった人々について考
えます。

田中省造
（文学部日本文学科）

90 〇 ◎ 〇 〇
①6月 5日（火）
②6月19日（火）

２ 認知症予防のための脳トレ

認知症は決して他人事ではなく、年をとると誰にでも起こり
得る身近なもの。本講座では、認知症について学び、楽しみ
ながら体や頭を使う脳トレ体操で、いつまでも若々しくいるこ
とを目指します。

山中　一剛
（全学共通教育センター）

90 〇 ◎ 〇 〇 ①6月7日（木）

３ 我が国のエネルギー政策

エネルギーは、日々の生活や産業活動の根幹を支える極
めて重要なものですが、我が国は「エネルギー資源に乏し
い」と言われています。そうした我が国のエネルギー政策の
現状について、分かりやすく解説します。

梅田　真司
（四国電力㈱
　執行役員徳島支店長）

90 ◎ 〇 〇 〇  ①6月13日（水）　

４

大人が知りたいソーシャル
キーワード

～「エシカル消費」って何？
～

今注目の「エシカル消費」（倫理的消費）について、毎日の
暮らしにかかわるトピックスを取り上げながら考えます。フェ
アートレードやSDGｓなど、大人が知りたい話題のソーシャ
ルキーワードを楽しく学びましょう。

加渡　いづみ
（短期大学部Ｂ．Ｃ科）

90 ◎ 〇 〇  ①6月14日（木）

５ 夏目漱石の作品世界

文豪夏目漱石がどのようにしてデビューし、どのような経緯
で名声を得たのか。そして漱石の文学は一体どのような特
徴があるのか。わかりやすく丁寧に解説します。気軽にご参
加ください。

佐々木　義登
（全学共通教育センター）

90 ◎ 〇 〇  ①8月2日（木）

６
おもしろ文学・歴史講座

    -軍記物語にみる虚構と
真実-

　⑴「平家物語」に描かれた平清盛・重盛父子像について考
えます。
  ⑵織田信長・徳川家康連合軍と武田勝頼軍とが闘った長
篠の合戦について考えます。

田中　省造
（文学部日本文学科）
須藤　茂樹
（文学部日本文学科）

120 ◎ 〇 〇 ①8月17日（金）

７
スポーツ栄養士に

なるためには

スポーツに関わる選手の身体作りを食と栄養面からサポー
トするための、スポーツ栄養士。実際にどのような形で仕事
をしているのでしょうか？

東　亜弥子
（全学共通教育センター
　　/公認スポーツ栄養士）

90 〇 ◎ 〇 〇 ①8月21日（火）

８ 英ポルトガル同盟関係

英ポルトガル関係は、利益共同体である英葡同盟と呼ばれ
ることもあり、世界最長の同盟であると言われている。この
同盟関係がどのように開始され、1703年のメシュエン条約
に至ったかを概説する。

蔵谷　哲也
（短期大学部Ｂ．Ｃ科）

90 ◎ 〇 〇 〇 ①９月７日（金）

９
RESASで分析！とくしまの

姿

地域経済分析システムRESASを使って、徳島県の人口や産
業などの特徴を捉え課題を発見し、政策アイデアコンテスト
に応募しましょう。第1回は県職員による受賞体験談、第2回
はグループワークを行います。

牧田　修治
（経営情報学部経営情報学科）

90 ◎ 〇 〇

①７月１７日（火）＜３会場同
時＞
②７月２４日（火）＜古川＞
　 ７月２５日（水）＜西部＞
　 ７月３１日（火）＜南部＞

古川 交流 西部 南部

１ イノベーションと起業家精神

地域活性化や国の経済を発展させる為には、資本や資源
などが必要です。しかし最も重要なのは人的資源（起業家
精神）です。その代表的理論を検討してみると同時に日本
経済発展に寄与した起業家に関して考察してみます。

姜　判国
（経営情報学部経営情報学科）

90 ◎ 〇 〇 〇 ①10月31日(水)

２
留学生とともに考える異文

化コミュニケーション

私たちの周りには様々な異文化があふれています。講座の
前半は、文化についての認識を深め、異文化理解や異文化
受容について考えます。後半は留学生とともに異文化コミュ
ニケーションについて考えます。

元木　佳江
(全学共通教育センター)

90 ◎ 〇 〇 〇 ①11月1日(木)

３
甲骨文から見る古代中国文
明と書道文化

今から三千年程前の中国で、獣骨や亀の甲羅に彫りつけた
「甲骨文」は、抽象画を用いて意味を著した漢字の原型で
す。それらの意味や形を探ることで、古代中国文明の思想
や書の美学の基本を知ることができます。

太田　剛
（文学部書道文化学科）

90 ◎ 〇 〇 〇 ①11月22日（木）

４ 東洋医学と西洋医学の思想
東洋医学における病気の捉え方を、西洋医学と比較しなが
ら考えます。最近増えて来ている生活習慣病を予防するた
めに必要な考え方について学びましょう。

大橋　眞
（徳島大学教養教育院）

90 〇 ◎ 〇 〇 ①11月28日(水)

５
シニアのためのむせを予防
する嚥下のメカニズムと食
事

食事は、生存に必要な栄養分を取るために毎日の習慣とし
て食物を食べることです。シニアのためのむせを予防する
嚥下のメカニズムや大切な食事を美味しく食べることについ
て考えて見ましょう。

高山　直子
(看護学部看護学科)

90 ◎ 〇 〇 ①11月29日(木)

６
大人が知りたいソーシャル
キーワード～フェアトレー
ドって、何？～

今話題のエシカル消費を考える上で、大切なポイントとなる
のが「フェアトレード」です。フェアトレードの仕組みやマー
ク、各国の市場規模などについて商品の現物を見ながら楽
しく学びましょう。

加渡　いづみ
（短期大学部B.C科）

90 ◎ 〇 〇 ①12月14日(金)

７ 経済指標で見るアベノミクス

アベノミクスが始まってはや５年。この間、円相場は円高が
修正され、日経平均株価も上昇傾向で推移しています。一
方、実体経済はどうなっているのか？本講座では、経済指
標を使って景気の現況を説明します。

牧田　修治
（経営情報学部経営情報学科）

60 ◎ 〇 〇 ①1月18日(金)

８
労働経済学入門（最低賃金
の理論と実際）

最低賃金の理論、そして、その実例を紹介します。
蔵谷　哲也
（短期大学部B.C科）

90 ◎ 〇 〇 ①1月25日（金）

９
在原業平の恋歌～伊勢物
語を読む～

在原業平は平安時代きってのプレイボーイであり、恋歌の
名手として知られています。その業平の恋物語を集成した
『伊勢物語』を読み、業平の恋歌の魅力について考えます。

田中　智子
（文学部日本文学科）

90 ◎ 〇 ①2月22日(金)

１０ マチ★アソビ入門
漫画アニメファン以外には近くて遠いビッグイベント、マチ★
アソビ。本講座では、マチ★アソビをこれから楽しみたいと
いう入門者を対象に、座学とコスプレ体験を行います。

宮井　浩志
(地域教育・連携センター）

座学
60

体験
90

◎ ①10月21日(日)

講座
番号

講座名 講座概要 講師
時間
（分）

会場
◎：メイン会場　○：遠隔会場 開講日

平成３０年度後期

講座
番号

講座名 講座概要 講師 時間

会場
◎：メイン会場　○：遠隔会場 開講日
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古川 交流 西部 南部

１ イノベーションと起業家精神

地域活性化や国の経済を発展させる為には、資本や資源な
どが必要です。しかし最も重要なのは人的資源（起業家精
神）です。その代表的理論を検討してみると同時に日本経済
発展に寄与した起業家に関して考察してみます。

姜　判国
（経営情報学部経営情報学科）

90 ◎ 〇 〇 〇 ①10月31日(水)

２
留学生とともに考える異文化

コミュニケーション

私たちの周りには様々な異文化があふれています。講座の
前半は、文化についての認識を深め、異文化理解や異文化
受容について考えます。後半は留学生とともに異文化コミュ
ニケーションについて考えます。

元木　佳江
(全学共通教育センター)

90 ◎ 〇 〇 〇 ①11月1日(木)

３
甲骨文から見る古代中国文
明と書道文化

　今から三千年程前の中国で、獣骨や亀の甲羅に彫りつけ
た「甲骨文」は、抽象画を用いて意味を著した漢字の原型で
す。それらの意味や形を探ることで、古代中国文明の思想や
書の美学の基本を知ることができます。

太田　剛
（文学部書道文化学科）

90 ◎ 〇 〇 〇 ①11月22日（木）

４ 東洋医学と西洋医学の思想
　東洋医学における病気の捉え方を、西洋医学と比較しなが
ら考えます。最近増えて来ている生活習慣病を予防するため
に必要な考え方について学びましょう。

大橋　眞
（徳島大学教養教育院）

90 〇 ◎ 〇 〇 ①11月28日(水)

５
シニアのためのむせを予防す
る嚥下のメカニズムと食事

　食事は、生存に必要な栄養分を取るために毎日の習慣とし
て食物を食べることです。シニアのためのむせを予防する嚥
下のメカニズムや大切な食事を美味しく食べることについて
考えて見ましょう。

高山　直子
(看護学部看護学科)

90 ◎ 〇 〇 ①11月29日(木)

６
大人が知りたいソーシャル
キーワード～フェアトレードっ
て、何？～

　今話題のエシカル消費を考える上で、大切なポイントとなる
のが「フェアトレード」です。フェアトレードの仕組みやマーク、
各国の市場規模などについて商品の現物を見ながら楽しく
学びましょう。

加渡　いづみ
（短期大学部B.C科）

90 ◎ 〇 〇 ①12月14日(金)

７ 経済指標で見るアベノミクス

　アベノミクスが始まってはや５年。この間、円相場は円高が
修正され、日経平均株価も上昇傾向で推移しています。一
方、実体経済はどうなっているのか？本講座では、経済指標
を使って景気の現況を説明します。

牧田　修治
（経営情報学部経営情報学科）

60 ◎ 〇 〇 ①1月18日(金)

８
労働経済学入門（最低賃金
の理論と実際）

最低賃金の理論、そして、その実例を紹介します。
蔵谷　哲也
（短期大学部B.C科）

90 ◎ 〇 〇 ①1月25日（金）

９
在原業平の恋歌～伊勢物語
を読む～

　在原業平は平安時代きってのプレイボーイであり、恋歌の
名手として知られています。その業平の恋物語を集成した
『伊勢物語』を読み、業平の恋歌の魅力について考えます。

田中　智子
（文学部日本文学科）

90 ◎ 〇 ①2月22日(金)

１０ マチ★アソビ入門
　漫画アニメファン以外には近くて遠いビッグイベント、マチ★
アソビ。本講座では、マチ★アソビをこれから楽しみたいとい
う入門者を対象に、座学とコスプレ体験を行います。

宮井　浩志
(地域教育・連携センター）

座学
60

体験
90

◎ ①10月21日(日)

平成３０年度後期

講座
番号

講座名 講座概要 講師 時間

会場
◎：メイン会場　○：遠隔会場 開講日

会場凡例） 古川：四国大学古川キャンパス　Ｎ館２階Ｎ２０９教室　　　　　交流：四国大学交流プラザ　４階 第２セミナー室
西部：西部地区ｽｰﾊﾟｰｻﾃﾗｲﾄｵﾌｨｽ 　　　　　　　　　　　　　　　　南部：美波町コミュニティホール
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③まなびーあ徳島 新あわ学コース 
 

 地域に愛着と誇りを持ってもらうことにより、地元定着徳島回帰を促進

すること等を目的として、まなび～あ徳島に「新あわ学コース」を開設し

ました。公開講座の内容は、徳島のことを体系的に学ぶ、７分野（文化、

歴史、自然・地理、地域、産業・経済、くらし、その他）からなり、最終知

識の定着として「あわ検定」を学んでいただけるコースとなっています。 
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③まなびーあ徳島 新あわ学コース 
 

 地域に愛着と誇りを持ってもらうことにより、地元定着徳島回帰を促進

すること等を目的として、まなび～あ徳島に「新あわ学コース」を開設し
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発
見

講
座（

西
部

）
詳

細
は

HP
（

ht
tp

://
sy

ou
ga

i.t
ok

us
hi

m
a-

ec
.e

d.
jp

/s
rc

h_
ev

en
t_

m
an

ab
ia

）に
記

載

地
域

の
良

さ
や

そ
の

価
値

を
再

発
見

す
る

た
め

、南
部

圏
域

な
ら

で
は

の
地

域
資

源
を

テ
ー

マ
と

し
た

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

や
座

学
を

実
施

し
ま

す
。

問
合

先
：

徳
島

県
南

部
総

合
県

民
局

（
TE

L:
08

84
-7

4-
73

30
）

郷
土

の
魅

力
再

発
見

講
座（

南
部

）
詳

細
は

HP
（

ht
tp

://
sy

ou
ga

i.t
ok

us
hi

m
a-

ec
.e

d.
jp

/s
rc

h_
ev

en
t_

m
an

ab
ia

）に
記

載

12
/ 

4 
火

発
掘

か
ら

み
え

る
徳

島
の

歴
史（

公
財

）徳
島

県
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

 

■
募
集
定
員

湯
浅

　
利

彦
四

国
大

学
 N

20
9

13
：

00
-1

4：
30

30
名

「
最

先
端

の
仕

事
を

地
方

で
」

場
所

を
選

ば
な

い
新

し
い

働
き

方
を

発
信

す
る

「
と

く
し

ま
サ

テ
ラ

イ
ト

オ
フ

ィ
ス

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
の

取
り

組
み

と
、

サ
テ

ラ
イ

ト
オ

フ
ィ

ス
で

の
働

き
方

や
地

域
と

の
関

わ
り

な
ど

を
ご

紹
介

し
ま

す
。

7 
/ 

6 
金

とく
しま

サテ
ライ

トオ
フィ

スプ
ロジ

ェク
ト

徳
島

県
地

方
創

生
推

進
課

■
募
集
定
員

原
内

　
孝

子

本
橋

　
大

輔
四

国
大

学
 N

20
9

13
：

00
-1

4：
30

30
名

事
前

に
津

波
か

ら
避

難
す

る
た

め
の

経
路

を
把

握
し

て
い

る
人

は
意

外
と

少
な

い
の

が
現

状
で

す
。

本
講

座
で

は
、

海
陽

町
で

実
施

さ
れ

た
G

P
S

を
用

い
た

避
難

訓
練

を
題

材
に

取
り

上
げ

な
が

ら
、 

自
分

の
避

難
経

路
や

移
動

速
度

な
ど

を
考

え
て

い
き

ま
す

。 

7 
/1

2木
南

海
ト

ラ
フ

対
策

～
津

波
避

難
を

考
え

る
～

徳
島

大
学

総
合

科
学

部

■
募
集
定
員

塚
本

　
章

宏

四
国

大
学

 N
20

9
10

：
00

-1
2：

00
30

名

「
あ

わ
検

定
」

は
、

徳
島

の
歴

史
・

文
化

・
自

然
・

産
業

・
く

ら
し

な
ど

に
つ

い
て

深
く

掘
り

下
げ

る
と

と
も

に
、

そ
の

魅
力

を
再

発
見

・
再

認
識

し
て

い
た

だ
き

、
さ

ら
に

観
光

振
興

に
も

つ
な

げ
、

徳
島

の
活

性
化

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
検

定
で

す
。「

第
２

回
あ

わ
検

定
」

に
む

け
て

、
学

習
し

て
い

き
ま

す
。

12
/1

9水
あ

わ
検

定
対

策
講

座
四

国
大

学
地

域
教

育・
連

携
セ

ン
タ

ー

■
募
集
定
員

峪
口

　
有

香
子

四
国

大
学

 N
20

9
13

：
00

-1
4：

00
30

名

方
言

消
滅

が
叫

ば
れ

つ
つ

あ
り

ま
す

が
、

阿
波

弁
も

ま
た

伝
統

的
な

方
言

が
昨

今
、

徐
々

に
消

え
つ

つ
あ

る
の

が
現

状
で

す
。

徳
島

県
で

の
全

域
調

査
を

通
し

て
作

成
し

た
「

徳
島

県
方

言
番

付
」

を
も

と
に

阿
波

弁
の

特
徴

に
つ

い
て

取
り

上
げ

、
そ

の
魅

力
に

迫
り

解
説

し
て

い
き

ま
す

。

12
/ 

3 
月

徳
島

方
言

番
付

から
み

る地
域と

こと
ば

徳
島

大
学

総
合

科
学

部

■
募
集
定
員

岸
江

　
信

介
四

国
大

学
 N

20
9

徳
島

で
は

阿
波

お
ど

り
を

踊
れ

る
二

足
歩

行
型

の
ロ

ボ
ッ

ト
開

発
や

、
ド

ロ
ー

ン
を

活
用

し
た

ま
ち

づ
く

り
に

全
国

に
先

駆
け

て
取

り
組

む
な

ど
、

科
学

技
術

を
活

用
し

た
観

光
振

興
や

地
方

創
生

に
取

り
組

ま
れ

て
お

り
ま

す
。

こ
れ

か
ら

の
人

口
減

少
対

策
に

期
待

が
寄

せ
ら

れ
て

い
る

「
人

工
知

能
」

な
ど

徳
島

の
情

報
工

学
の

最
先

端
に

つ
い

て
紹

介
し

ま
す

。

9 
/1

3木
徳

島
の

科
学

技
術・

情
報

工
学

の
最

先
端

徳
島

大
学

理
工

学
部

■
募
集
定
員

西
出

　
　

俊
四

国
大

学
交

流
プ

ラ
ザ

4Ｆ
第

2セ
ミ

ナ
ー

室
14

：
00

-1
5：

30
20

名

日
々

の
食

卓
を

支
え

て
く

れ
て

い
る

卸
売

市
場

。
私

た
ち

に
近

い
よ

う
で

遠
い

卸
売

市
場

に
つ

い
て

、
そ

の
役

割
や

セ
リ

な
ど

取
引

の
仕

組
み

に
つ

い
て

学
び

ま
す

。
（

本
講

座
は

座
学

に
加

え
、

徳
島

市
中

央
卸

売
市

場
の

現
地

見
学

を
行

い
ま

す
。）

徳
島

農
産

物
の

流
通

と
卸

売
市

場
四

国
大

学
地

域
教

育・
連

携セ
ンタ

ー
宮

井
　

浩
志

現
地

（
出

発・
帰

着：
四

国
大

学
）

四
国

大
学

 A
40

8
11

/2
1水

11
/2

4土
13

：
00

-1
4：

30
  5

：
30

- 　
7：

00
■
募
集
定
員

両
日

各
20

名

徳
島

の
歴

史
に

は
、

徳
島

と
い

う
地

域
な

り
の

特
徴

が
あ

り
ま

す
。

古
代

、
阿

波
の

国
が

置
か

れ
て

か
ら

、
現

代
に

至
る

徳
島

の
歴

史
を

地
図

や
古

文
書

で
確

認
し

概
観

し
な

が
ら

、
徳

島
の

歴
史

の
特

徴
を

探
っ

て
い

き
ま

す
。

8 
/ 

9 
木

徳
島

の
歴

史
徳

島
県

立
文

書
館

■
募
集
定
員

金
原

　
祐

樹

四
国

大
学

 N
20

9
13

：
00

-1
4：

30
30

名

松
江

豊
寿

所
長

の
人

道
的

な
計

ら
い

に
よ

り
比

較
的

自
由

な
俘

虜
生

活
を

送
っ

た
ド

イ
ツ

俘
虜

た
ち

に
と

っ
て

、「
板

東
」は

解
放

後
も

忘
れ

ら
れ

な
い

も
の

と
な

り
ま

し
た

。
そ

の
彼

ら
の「

板
東

」
へ

の
熱

い
思

い
が

、
現

在
の

日
独

交
流

の
根

底
に

あ
る

こ
と

を
お

話
し

し
て

い
き

ま
す

。

7 
/1

9木

元
ド

イ
ツ

俘
虜

た
ち

の
   

   「
板

東
」へ

の
熱

い
思

い
放

送
大

学

■
募
集
定
員

石
川

　
榮

作

四
国

大
学

交
流

プ
ラ

ザ
4Ｆ

第
2セ

ミ
ナ

ー
室

13
:0

0-
14

:3
0

30
名

四
国

遍
路

が
現

在
の

よ
う

な
八

十
八

か
所

巡
拝

の
形

態
と

な
る

の
は

江
戸

時
代

の
こ

と
で

す
。

こ
の

講
座

で
は

、
四

国
遍

路
成

立
へ

の
胎

動
が

続
い

た
古

代
・

中
世

の
様

子
を

探
っ

て
い

き
ま

す
。

10
/1

6火
四

国
遍

路
の

歴
史

徳
島

県
立

博
物

館

■
募
集
定
員

長
谷

川
　

賢
二

四
国

大
学

 N
20

9
13

：
00

-1
4：

30
30

名

－
そ

の
成

立
を

探
る

－

徳
島

市
国

府
町

の
巨

石
が

立
派

な
「

国
分

寺
庭

園
（

国
指

定
名

勝
）」

、
石

井
町

「
童

学
寺

庭
園

（
町

指
定

名
勝

）」
、美

馬
市

美
馬

町
の

県
下

最
古

の
庭

園
と

さ
れ

る
「

願
勝

寺
庭

園
（

県
指

定
名

勝
）」

を
巡

り
阿

波
の

庭
園

文
化

の
特

質
を

学
ん

で
い

き
ま

す
。

阿
波

の
青

石
と

庭
園

文
化

四
国

大
学

文
学

部
須

藤
　

茂
樹

11
/ 

8 
木

11
/2

2木
四

国
大

学
 N

20
9

13
：

00
-1

4：
30

現
地

（
出

発・
帰

着：
四

国
大

学
）

 1
0：

00
-1

6：
00

■
募
集
定
員

両
日

各
25

名

『
平

家
物

語
』

に
登

場
す

る
「

源
義

経
の

上
陸

ル
ー

ト
を

歩
く

」
を

テ
ー

マ
に

、
歴

史
講

座
 

と
現

地
ウ

ォ
ー

ク
を

組
み

合
わ

せ
学

ん
で

い
き

ま
す

。
（

現
地

ウ
ォ

ー
ク

は
、

旗
山

、
勝

占
神

社
、

勢
合

、
名

田
橋

、
金

泉
寺

、
屋

島
を

巡
り

ま
す

。）

源
義

経
の

上
陸

ル
ー

ト
を

歩
く

四
国

大
学

文
学

部
會

田
　

　
実

11
/ 

9 
金

11
/1

6金
四

国
大

学
 N

20
9

13
：

00
-1

4：
00

現
地

（
出

発・
帰

着：
四

国
大

学
）

  9
：

30
-1

7：
00

■
募
集
定
員

両
日

各
25

名

吉
野

川
～

阿
波

藍
～

阿
波

人
形

浄
瑠

璃
と

つ
な

が
る

徳
島

県
の

近
世

以
降

の
文

化
史

。
な

ぜ
徳

島
で

40
0年

以
上

も
人

形
浄

瑠
璃

と
い

う
文

化
が

受
け

継
が

れ
て

き
た

の
か

、
そ

の
背

景
と

阿
波

人
形

浄
瑠

璃
の

魅
力

に
つ

い
て

お
話

し
し

ま
す

。

8 
/3

0木
阿

波
人

形
浄

瑠
璃

の
魅

力
徳

島
県

立
阿

波
十

郎
兵

衛
屋

敷

■
募
集
定
員

佐
藤

　
憲

治

四
国

大
学

 N
20

9
13

：
00

-1
4：

30
30

名
－

地
域

の
風

土
や

歴
史

と
と

も
に

－

阿
波

踊
り

は
、

40
0年

の
歴

史
を

持
ち

世
界

に
も

そ
の

名
を

知
ら

れ
、

日
本

を
代

表
す

る
伝

統
芸

能
の

一
つ

と
言

わ
れ

て
お

り
ま

す
。

そ
の

、
阿

波
踊

り
の

歴
史

を
学

び
、

実
際

に
体

験
と

し
て

「
男

踊
り

・
女

踊
り

」
を

踊
り

、
阿

波
の

魅
力

を
身

体
で

体
感

し
て

い
き

ま
す

。

7 
/3

0月

み
ん

な
で

楽
し

む
阿

波
踊

り
四

国
大

学

■
募
集
定
員

藤
本

　
賢

一
石

川
　

翔
子

井
内

香
奈

江
四

国
大

学
 Ｂ

20
1

13
：

00
-1

4：
00

30
名

徳
島

は
、

藍
染

め
の

元
と

な
る

藍
染

料
「

す
く

も 蒅
」

づ
く

り
の

本
場

と
し

て
、

現
在

も
そ

の
伝

統
が

引
き

継
が

れ
て

い
ま

す
。

伝
統

的
技

法
を

と
お

し
、

阿
波

藍
に

つ
い

て
学

ん
で

い
き

ま
す

。
実

際
に

、
ハ

ン
カ

チ
を

使
い

藍
染

を
体

験
し

て
い

き
ま

す
。

7 
/1

1水
阿

波
藍

で
染

め
る

四
国

大
学

生
活

科
学

部
 

■
募
集
定
員

有
内

　
則

子

四
国

大
学

 藍
の

家
10

：
00

-1
2：

00
20

名

徳
島

県
の

経
済

と
産

業
に

つ
い

て
学

び
ま

す
。

ま
ず

前
半

で
は

、
県

人
口

の
推

移
や

徳
島

の
抱

え
る

構
造

的
課

題
、

今
後

の
成

長
期

待
分

野
な

ど
に

つ
い

て
お

話
し

し
ま

す
。

後
半

で
は

、
特

に
徳

島
が

全
国

に
誇

る
農

林
水

産
業

を
取

り
上

げ
て

お
話

し
し

ま
す

。

9 
/ 

3 
月

徳
島

県
の

経
済

と
産

業
－

概
要

と
一

次
産

業
に

つ
い

て
－

（
公

財
）徳

島
経

済
研

究
所

徳
島

県
農

林
水

産
総

合
技

術
支

援
セ

ン
タ

ー

■
募
集
定
員

竹
中

　
淳

二

鎌
倉

　
満

行
四

国
大

学
 N

20
9

14
：

00
-1

5：
30

30
名

吉
野

川
流

域
で

は
、

水
害

防
備

の
た

め
の

竹
林

・
掻

寄
堤

を
活

か
し

て
近

世
以

降
に

藍
作

が
盛

ん
と

な
り

、
現

在
も

高
石

垣
家

屋
、

藍
屋

敷
、

高
地

蔵
な

ど
が

残
っ

て
い

ま
す

。
本

講
座

で
は

、
こ

う
し

た
洪

水
遺

産
を

通
し

て
吉

野
川

流
域

で
の

藍
づ

く
り

を
振

り
返

り
学

ん
で

い
き

ま
す

。

7 
/1

0火
7 

/1
7火

吉
野

川
の

阿
波

藍
徳

島
大

学
総

合
科

学
部

平
井

　
松

午
四

国
大

学
 N

20
9

13
：

00
-1

4：
30

現
地

（
出

発・
帰

着：
四

国
大

学
）

 9
 ：

30
-1

6：
00

■
募
集
定
員

両
日

各
18

名

徳
島

の
伝

統
工

芸
品

の
こ

れ
か

ら
に

つ
い

て
学

び
ま

す
。

祖
谷

の
か

ず
ら

橋
の

歴
史

を
紹

介
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

か
ず

ら
橋

の
架

け
替

え
時

に
出

る
シ

ラ
ク

チ
カ

ズ
ラ

の
廃

材
を

使
っ

て
新

し
い

お
土

産
の

デ
ザ

イ
ン

を
考

え
ま

す
。

10
/ 

2 
火

徳
島

の
伝

統
工

芸
徳

島
大

学
地

域
創

生
セ

ン
タ

ー

■
募
集
定
員

笹
尾

　
知

世

Ａ
Ｗ

Ａ
－

Ｒ
Ｅ 井

上
　

琢
斗

四
国

大
学

 N
20

9
13

：
00

-1
4：

30
30

名

徳
島

県
内

の
ど

こ
に

行
っ

て
も

目
に

す
る

、
五

角
柱

の
石

塔
「

地
神

さ
ん

」。
実

は
、

数
少

な
い

阿
波

の
「

共
通

文
化

」
な

の
で

す
。

講
座

で
は

、
地

神
さ

ん
の

歴
史

、
信

仰
、

祭
り

の
実

態
に

つ
い

て
、

映
像

を
交

え
紹

介
し

ま
す

。

9 
/ 

4 
火

阿
波

の
民

間
信

仰
　

　
　

　
　

　
－「

地
神

さ
ん

」を
中

心
に

－

徳
島

大
学

総
合

科
学

部

■
募
集
定
員

髙
橋

　
晋

一

四
国

大
学

 N
20

9
13

：
00

-1
4：

30
30

名

徳
島

は
南

部
の

沿
岸

地
域

か
ら

西
部

の
山

間
地

域
と

気
候

風
土

が
大

き
く

異
な

り
ま

す
。

そ
の

た
め

、
沿

岸
地

域
で

は
海

の
も

の
、

山
間

部
で

は
山

の
も

の
な

ど
そ

れ
ぞ

れ
の

土
地

の
産

物
を

つ
か

っ
た

郷
土

の
料

理
が

誕
生

し
ま

し
た

。懐
か

し
い

ふ
る

さ
と

の
味

を
再

現
し

、
味

わ
っ

て
み

ま
し

ょ
う

。

9 
/ 

4 
火

ふ
る

さ
と

の
味

を
楽

し
も

う！
四

国
大

学
生

活
科

学
部

■
募
集
定
員

髙
橋

　
啓

子

四
国

大
学

 A
10

19
,A

10
20

10
：

00
-1

3：
00

30
名

徳
島

県
で

は
、平

成
５

年
か

ら
18

年
に

か
け

て
、1

4年
連

続
し

て「
糖

尿
病

死
亡

率
全

国
ワ

ー
ス

ト
１

位
」が

続
い

て
い

ま
し

た
。そ

こ
で

、皆
様

と
ご

一
緒

に
、新

し
い

健
康

法
に

つ
い

て
、

ス
ト

レ
ッ

チ
や

阿
波

踊
り

体
操

、太
極

拳
な

ど
様

々
な

健
康

法
を

探
っ

て
い

き
ま

す
。

8 
/ 

8 
水

糖
尿

病
対

策！
徳

島
新

し
い

健
康

法
四

国
大

学
生

活
科

学
部

■
募
集
定
員

范
 　

　永
輝

四
国

大
学

 体
育

館
13

：
00

-1
4：

00
25

名

今
か

ら
ほ

ぼ
20

0年
前

の
ベ

ス
ト

セ
ラ

ー
『

東
海

道
中

膝
栗

毛
』

の
中

に
は

、
阿

波
弁

に
 

つ
な

が
る

言
葉

が
10

余
り

見
つ

か
り

ま
し

た
。「

こ
け

る
、

そ
ら

、
が

い
、

つ
る

く
る

、
ふ

ず
く

る
、

え
っ

と
」

な
ど

に
つ

い
て

歴
史

を
さ

か
の

ぼ
り

解
説

し
て

い
き

ま
す

。

7 
/3

1火
東

海
道

中
膝

栗
毛

と
阿

波
弁

徳
島

大
学

総
合

科
学

部

■
募
集
定
員

仙
波

　
光

明

四
国

大
学

 N
20

9
13

：
00

-1
4：

30
30

名

文
芸

雑
誌

「
青

鞜
」

や
女

性
雑

誌
「

明
日

香
」

な
ど

で
活

躍
し

た
生

田
花

世
と

今
井

邦
子

。
妻

や
母

と
し

て
苦

悩
し

つ
つ

も
、

生
涯

文
学

へ
の

情
熱

を
燃

や
し

続
け

た
ひ

た
む

き
な

生
き

方
を

紹
介

し
ま

す
。

9 
/1

4金
徳

島
生

ま
れ

の
女

性
文

学
者

■
募
集
定
員

四
国

大
学

 N
20

9
14

：
00

-1
5：

30
30

名
－

生
田

花
世

と
今

井
邦

子
－

徳
島

県
立

文
学

書
道

館
亀

本
　

美
砂

ふ
だ

ん
地

形
を

気
に

す
る

こ
と

は
あ

ま
り

な
い

と
思

い
ま

す
が

、
山

が
あ

る
の

に
も

理
由

が
あ

り
ま

す
。

山
を

作
る

主
な

要
因

の
ひ

と
つ

は
、

様
々

な
タ

イ
プ

の
地

震
で

す
。

こ
の

講
座

で
は

、
徳

島
及

び
周

辺
各

地
の

例
を

も
と

に
、

地
震

と
地

形
の

関
係

に
つ

い
て

お
話

し
し

ま
す

。

10
/1

0水
地

震
と

地
形

と
の

関
係

徳
島

県
立

博
物

館

■
募
集
定
員

中
尾

　
賢

一

四
国

大
学

 N
20

9
13

：
00

-1
4：

30
30

名

海
岸

か
ら

剣
山

ま
で

の
樹

木
や

森
林

の
分

布
を

も
と

に
徳

島
の

植
生

を
概

観
す

る
と

と
も

に
、

社
寺

林
や

巨
樹

な
ど

を
紹

介
し

て
、

徳
島

の
自

然
景

観
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
ま

す
。

8 
/2

8火
植

生
か

ら
み

る
徳

島
の

自
然

■
募
集
定
員

四
国

大
学

 N
20

9
13

：
00

-1
4：

30
30

名

四
国

大
学

教
育

支
援

課
西

浦
　

宏
明

徳
島

と
ゆ

か
り

の
あ

る
書

家
、

と
り

わ
け

全
国

に
そ

の
名

を
知

ら
れ

る
「

貫
名

菘
翁

、
中

林
梧

竹
、

小
坂

奇
石

」
の

３
名

を
取

り
上

げ
ま

す
。

作
品

や
書

論
の

ほ
か

エ
ピ

ソ
ー

ド
を

交
え

、
わ

か
り

や
す

く
紹

介
し

ま
す

。

8 
/ 

1 
水

徳
島

ゆ
か

り
の

書
家

徳
島

県
立

文
学

書
道

館

■
募
集
定
員

大
林

　
佳

代

四
国

大
学

 N
20

9
14

：
00

-1
5：

30
30

名

－
菘

翁・
梧

竹・
奇

石
－

大
阪

神
戸

ポ
ル

ト
ガ

ル
領

事
を

務
め

て
い

た
モ

ラ
エ

ス
は

、1
91

3年
7月

に
突

然
そ

の
職

を
投

げ
捨

て
て

、徳
島

に
移

住
し

て
き

ま
し

た
。そ

れ
は

な
ぜ

な
の

か
。そ

の
理

由
を

探
り

な
が

ら
、

モ
ラ

エ
ス

が
徳

島
で

新
し

い
文

学
の

道
を

切
り

開
い

て
い

っ
た

こ
と

を
お

話
し

し
て

い
き

ま
す

。

10
/ 

4 
木

世
界

遺
産

の
現

状
と

、「
四

国
遍

路
」

の
世

界
文

化
遺

産
登

録
に

向
け

た
10

年
の

取
り

組
み

か
ら

見
え

て
き

た
四

国
遍

路
文

化
の

魅
力

や
、

登
録

へ
の

課
題

な
ど

に
つ

い
て

お
話

し
し

ま
す

。

放
送

大
学

■
募
集
定
員

石
川

　
榮

作
四

国
大

学
交

流
プ

ラ
ザ

2Ｆ
会

議
室

14
：

40
-1

6：
10

30
名

徳
島

に
お

け
る

新
し

い
モ

ラ
エ

ス
像

10
/ 

3 
水

四
国

遍
路

の
文

化
徳

島
県

教
育

文
化

課

■
募
集
定
員

早
渕

　
隆

人

四
国

大
学

 N
20

9
13

：
00

-1
4：

30
30

名

－
世

界
遺

産
登

録
へ

の
取

り
組

み
か

ら
見

え
て

き
た

も
の

－

❶
申

込
は

が
き

❷
フ

ァ
ク

シ
ミ

リ：
08

8-
66

5-
99

83
❸

メ
ー

ル

❹
電

子
申

請

上
記

い
ず

れ
か

に
よ

り
、「

四
国

大
学

 S
U

D
A

ch
i推

進
室

」
ま

で
、お

申
し

込
み

く
だ

さ
い

。

新
あ

わ
学

コ
ー

ス
の

お
申

し
込

み
は

…

講
座
一
覧

徳
島

の
こ

と
に

つ
い

て
歴

史
や

文
化

な
ど

を
体

系
的

に
学

び
、

地
域

に
愛

着
と

誇
り

を
持

ち
、

徳
島

の
魅

力
を

再
発

見
し

て
い

た
だ

く
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

E-
M

ai
l：

su
d

ac
hi

su
is

hi
n@

sh
ik

ok
u-

u.
ac

.jp

コ
ー
ス

新
あ
わ
学

ま
な
び
ー
あ
徳
島

注
）

•申
し

込
み

は
、

な
る

べ
く

　講
座

7
日

前
ま

で
に

お
願

い
し

ま
す

。

•各
講

座
と

も
定

員
に

な
り

次
第

、
募

集
を

　終
了

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

文

　 　
化

文

　 　
化

地

　 　
域 産 業 ・ 経 済 く ら し

自 然 ・ 地 理歴

　 　
史

く ら し そ の 他

10
：

00
-1

2：
00

24
名

13
：

00
-1

4：
30

30
名

※
講
座
開
講
場
所
の
詳
細
は
裏
面
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

※
体
験
講
座
に
関
し
て
は
、
申
込
後
詳
細
を
ご
案
内

　
い
た
し
ま
す
。

体
験

体
験

体
験

徳
島

県
で

は
、平

成
時

代
に

な
っ

て
発

掘
調

査
に

よ
る

出
土

資
料

が
爆

発
的

に
増

え
ま

し
た

。文
字

の
な

い
時

代
は

も
ち

ろ
ん

、古
文

書
な

ど
が

残
る

時
代

で
も

出
土

資
料

か
ら

見
え

る
徳

島
の

歴
史

像
は

ず
い

ぶ
ん

豊
か

に
な

り
ま

し
た

。3
0年

間
の

主
な

発
掘

成
果

を
紹

介
し

な
が

ら
、徳

島
の

歴
史

と
く

ら
し

に
迫

り
ま

す
。

体
験 体
験

体
験

体
験

体
験

体
験

体
験 体
験

体
験

右
の

Ｑ
Ｒ

コ
ー

ド
を

携
帯

電
話

で
読

み
取

り
、

必
要

事
項

を
入

力
し

て
く

だ
さ

い
。

月・
振

休

（
株

）ダ
ン

ク
ソ

フ
ト

104－ －



平成３０年度「新あわ学コース」講座受講者数一覧 2019/2/1現在

No. 講座名 分野 開講日 開講時間 開講場所 募集定員 申込者数 参加者数 男女内訳 備考

1 吉野川の阿波藍 文化
①7/10（火）
②7/17（火）

①13：00-14：30
②9：30-16：00

①N209
②現地

①18名
②18名

①20名
②13名

①19名
②13名

①男11名②男7名
①女8名  ②女6名

2 阿波藍で染める 文化 ①7/11（水） ①10:00-12:00 ①藍の家 ①20名 ①20名 ①20名
①男4名
①女16名

3 みんなで楽しむ阿波踊り 文化 ①7/30（月） ①13:00-14:00 ①Ｂ201 ①30名 ①8名 ①7名
①男4名
①女3名

4 徳島ゆかりの書家－菘翁・梧竹・奇石－ 文化 ①8/1（水） ①14：00-15：30 ①N209 ①30名 ①13名 ①11名
①男7名
①女4名

5
阿波人形浄瑠璃の魅力
～地域の風土や歴史とともに～

文化 ①8/30（木） ①13:00-14:30 ①N209 ①30名 ①25名 ①23名
①男15名
①女8名

6
徳島生まれの女性文学者
－生田花世と今井邦子－

文化 ①9/14（金） ①14：00-15：30 ①N209 ①30名 ①15名 ①11名
①男4名
①女7名

7 徳島の伝統工芸 文化 ①10/2（火） ①13:00-14:30 ①N209 ①30名 ①34名 ①24名
①男11名
①女13名

8
四国遍路の文化～世界遺産登録への取組みから見えてきたもの
～

文化 ①10/3（水） ①13:00-14:30 ①N209 ①30名 ①52名 ①40名
①男29名
①女11名

9 徳島における新しいモラエス像 文化 ①10/4（木） ①14：40-16：10
①交流ﾌﾟﾗｻﾞ2Ｆ
会議室

①30名 ①32名 ①23名
①男12名
①女11名

10 元ドイツ俘虜たちの「板東」への熱い思い 歴史 ①7/19（木） ①13：00-14：30
①交流ﾌﾟﾗｻﾞ4Ｆ
第2ｾﾐﾅｰ室

①30名 ①21名 ①17名
①男13名
①女4名

11 徳島の歴史 歴史 ①8/9（木） ①13：00-14：30 ①N209 ①30名 ①55名 ①50名
①男33名
①女17名

12 四国遍路の歴史―その成立を探る― 歴史 ①10/16（火） ①13：00-14：30 ①N209 ①30名 ①70名 ①54名
①男35名
①女19名

13 阿波の青石と庭園文化 歴史
①11/8（木）
②11/22（木）

①13：00-14：30
②10：00-16：00

①N209
②現地

①25名
②25名

①35名
②23名

①29名
②21名

①男16名②男10名
①女13名②女11名

14 源義経の上陸ルートを歩く 歴史
①11/9（金）
②11/16（金）

①13：00-14：00
②9：30-17：00

①N209
②現地

①25名
②40名

①47名
②31名

①43名
②31名

①男24名②男20名
①女19名②女11名

15 発掘からみえる徳島の歴史 歴史 ①12/4（火） ①13：00-14：30 ①N209 ①30名 ①53名 ①40名
①男29名
①女11名

16 植生からみる徳島の自然 自然・地理 ①8/28（火） ①13:00-14:30 ①N209 ①30名 ①30名 ①26名
①男17名
①女9名

17 地震と地形との関係 自然・地理 ①10/10（水） ①13:00-14:30 ①N209 ①30名 ①45名 ①34名
①男29名
①女5名

18 「東祖谷」案山子と祭りと世界農業遺産を歩く 地域 ①9/24（月） ①8：30-19：00 ①現地 ①20名 ①23名 ①23名
①男6名
①女17名

19 郷土の魅力再発見講座（西部） 地域 ①8/19（日） ①13：30-15：30 ①現地 ①30名 ①58名 ①58名
①男36名
①女22名

20 郷土の魅力再発見講座（南部） 地域 ①11/10（土） ①13：00-19：00 ①現地 ①20名 ①19名 ①19名
①男8名
①女11名

21
徳島県の経済と産業
-概要と一次産業について-

産業・経済 ①9/3（月） ①14:00-15:30 ①N209 ①30名 ①23名 ①19名
①男17名
①女2名

22 徳島の科学技術・情報工学の最先端 産業・経済 ①9/13（木） ①14:00-15:30
①交流プラザ４F
第２ｾﾐﾅｰ室

①20名 ①21名 ①15名
①男11名
①女4名

23 徳島農産物の流通と卸売市場 産業・経済
①11/21（水）
②11/24（土）

①13：00-14：30
②5：30-7：00

①A408
②現地

①20名
②20名

①25名
②20名

①21名
②19名

①男11名②男9名
①女10名②女10名

24 東海道中膝栗毛と阿波弁 くらし ①7/31（火） ①13：00-14：30 ①N209 ①30名 ①50名 ①46名
①男23名
①女23名

25 糖尿病対策！徳島新しい健康法 くらし ①8/8（水） ①13:00-14:00 ①Ｂ201 ①25名 ①16名 ①13名
①男1名
①女12名

 本来の講座開講場所は体育
館。熱中症予防のためクーラー
が効くB201へ変更。

26 ふるさとの味を楽しもう！ くらし ①9/6（木） ①10：00-13：00 ①A1019,A1020 ①30名 ①18名 ①16名
①男2名
①女14名

 本来の講座開講日は9/4（火）。
台風21号接近のため中止。

27 阿波の民間信仰－「地神さん」を中心に くらし ①9/20（木） ①13:00-14:30 ①N209 ①30名 ①52名 ①39名
①男24名
①女15名

 本来の講座開講日は9/4（火）。
台風21号接近のため中止。

28 阿波のそば文化～そば米～ くらし ①10/20（土） ①10：00-12：00 ①Ａ818実習室 ①24名 ①24名 ①24名
①男2名
①女22名

29 徳島方言番付からみる地域とことば くらし ①12/3（月） ①13：00-14：30 ①N209 ①30名 ①52名 ①42名
①男24名
①女18名

30 とくしまサテライトオフィスプロジェクト　 その他 ①11/12（月） ①13:00-14:30 ①N209 ①30名 ①18名 ①13名
①男8名
①女5名

 本来の講座開講日は7/6（金）。
大雨警報発令のため中止。

31 南海トラフ対策～津波避難を考える～ その他 ①7/12（木） ①10：00-12：00 ①N209 ①30名 ①22名 ①21名
①男10名
①女11名

32 あわ検定対策講座 その他 ①12/19（水） ①13：00-14：00 ①N209 ①30名 ①55名 ①45名
①男26名
①女19名

合計 969名
計　男548名
計　女421名

105－ －


